
初期臨床研修到達目標と医学教育モデル・コア・カリキュラムの関係について（案）

１ プロフェッショナリズム
人の命に深く関わり健康を守るという医師の職責を十
分に自覚し、患者中心の医療を実践しながら、医師と
しての道（みち）を極めていく。

医師としての基本的価値観

１．社会的使命と公正性

医師としての社会的使命を自覚し、社会のニーズとその変化に目を
向け、信頼に値する誠実さや公正性

*
を示す。

＊平等な医療の提供、限りある資源の公正な配分、説明責任の履
行、守秘義務の遵守、利益相反の適切な管理などを指す。

２．公衆衛生の向上への寄与

人の集団や地域を対象に、健康や疾病予防の課題に取り組む。

３．人間性の尊重

患者と家族に誠実に向き合い、個々人の有する知識や感情、意向、
また社会的・文化的な背景に配慮し、信頼関係を醸成する。

４．チームの成果を重視

組織やチームの一員として、共働して、医療の質の向上や患者安全
に貢献する。

５．自らを高める姿勢

自身の心身の状況と周囲の状況に適切に対応し、生涯にわたり自ら
を振り返り、向上を図る。

資質・能力

１．医療における倫理性

医療、医学研究、医学教育に関連する倫理的な問題を認識し、対応
する。
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２．医学知識と問題対応能力

発展し続ける医学の中で必要な知識を身に付け、根拠に基づいた医
療（EBM）を基盤に、経験も踏まえながら、幅広い症候・病態・疾患に
対応する。

３．診療技能と患者ケア

臨床技能を磨くとともに、それらを用いて患者の苦痛や不安感に配慮
しながら、診療を実践する。

４．コミュニケーション能力

患者の心理・社会的背景を踏まえながら、患者およびその家族や医
療従事者間と良好な関係性を築く。

５．チーム医療の実践

医療従事者を始め、患者に関わる全ての人々の役割を理解し、連携
する。

６．医療の質と安全の管理

患者および医療従事者にとって良質かつ安全な医療を提供する。

７．社会における医療の実践

医療の持つ社会的側面の重要性を踏まえ、各種医療制度・システム
を理解し、地域社会と国際社会に貢献する。

８．科学的探究力

医学と医療における科学的アプローチを理解し、学術活動を通じて、
医学医療の発展に寄与する。

９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢

医療の質の向上のために絶えず省察し、他の医師・医療者と共に研
鑽しながら、後進の育成にも携わり、生涯にわたって自律的に学び続
ける。

２ 医学知識と問題対応能力

発展し続ける医学の中で必要な知識を身につけ、根拠に基づ
く医療(EBM)を基盤に、経験も踏まえながら、幅広い症候・病
態・疾患に対応する。

３ 診療技能と患者ケア

臨床技能を磨くとともにそれらを用い、また患者の苦痛や不安
感に配慮しながら、診療を実践する。

４ コミュニケーション能力

患者の心理・社会的背景を踏まえながら、患者およびその家
族と良好な関係性を築き、意思決定する。

５ チーム医療の実践

医療・保健・福祉ならびに患者に関わる全ての人々の役割を理
解し、連携する。

６ 医療の質と安全の管理

患者および医療者にとって、良質で安全な医療を提供する。

７ 社会における医療の実践

医療人に求められる社会的役割を担い、地域社会と国際社会
に貢献する。

８ 科学的探究

医学・医療の発展のための医学研究の必要性を十分に理解し、
批判的思考も身につけながら、学術・研究活動に関与する。

９ 生涯にわたって共に学ぶ姿勢

医療の質の向上のために絶えず省察し、他の医師・医療者と
共に研鑽しながら、生涯にわたって自律的に学び続ける。
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